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論 文 内 容 の 要 旨 

 

Abstract 

今起こっていることに集中する「マインドフルネス」の概念を食事に応用するマインド

フルイーティング（ME）の習熟度は、自身の食行動に関連することが近年注目されている。

適切な食行動を実現するためには、ME 習熟度と食生活リテラシー（HEL）の両方を高く

維持することが必要と考えられるが、特に ME 習熟度に関する研究は日本ではほとんど無

い。また母親の食行動は、自身の子どもにも受け継がれる傾向があるとされるが、子ども

の食行動に対する母親の ME 習熟度と HEL の影響はこれまで検討されていない。そこで、

日本において、母親のME 習熟度を知ること、ME習熟度および HELと母子の食行動の関

係を解析し、母子の食育において ME への介入が有用かを考察することを本研究の目的と

した。 

A市において、4〜5歳児の母親のME習熟度、HELレベル及び基本属性、母子の食行動

と自己申告による BMI（Body Mass Index）を調査した。本研究は、日本人の母親のME

習熟度を調査する初めての報告であった。母親のME習熟度は、HELより自身の食行動に

強く影響を与え、母親の食行動は子どもの食行動と関連することが推察された。これらの

結果から、母親の ME 習熟度を高く維持することは、母子の適切な食行動につながる 1 つ

の認知及びスキルとなる可能性が示唆された。近年、欧米を中心に ME 習熟度を高める試

みが盛んであるが、日本でも同様の活動を推進することで母子の食行動のさらなる適正化

につながることが期待される。 
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論 文 審 査 結 果 の 要 旨 

 
 本研究は、幼児をもつ母親を対象に、質問紙調査を行い、食行動に、母親のマインドフ

ルイーティング（ME）と健康的な食生活リテラシー（HEL）の影響を検討した研究である。

MEも HELもともに、近年関心が高く、また学術的にも重要なテーマであり、特にMEは

注目されてきた概念である。それ故、社会のニーズに応えた研究テーマを選択して実施し

た先進的な研究といえる。また両者を同時に食行動との関連につき調査したものはわが国

では初めてであり、独創的な研究となっている。横断的な研究で因果を明らかにしたもの

ではないが、母の食行動とMEに関連が認められるなど、大変示唆に富む結果が得られて

いる。今後、本研究の結果を学術雑誌に論文として報告するとともに、さらに研究を深め、

また洗練させて、広く社会に貢献することを期待する。 

 以上を総合して、学位論文に値すると認める。 

 

 


